
市長への手紙 ご意見とその回答（令和 5年 4月） 

質問 市立小学校・学童保育（保育ルーム）について 

小学校入学後は学童を利用したいと考えておりますが、小学生の放課後

の過ごし方についてご検討いただきたいことがあります。 

【放課後の校舎で、民間の習い事等の教室を毎週定期開催する】 

・算盤や公文式、体操教室やキッズダンスなど、校舎内の設備を活用すれば

可能な民間の習い事/教室を年度毎に公募するなどし、料金も各々の教室

が設定して選択制とする。 

・学童の時間内に教室を毎週定期開催し、申し込んだ生徒が出席。 

・曜日ごとに異なる教室/習い事を設定し、子どもたちの多様な興味に対応。 

・希望する生徒がいれば、学童保育を利用していなくても教室のみの利用

も可。 

・長期休み中も継続。 

・教室開催以外の時間は学童保育利用。 

 フルタイム共働きの親にとって、放課後の子どもの安全を確保してくれる

学童保育は欠かすことのできない場所です。しかし、安全が確保されればそ

れでいいと思うわけではありません。できるならば子どもにより良い教育と

経験の機会を提供したいと願っています。ファミリーサポート等で放課後に

学外で習い事をさせることも可能ではありますが、移動時の事件事故の不

安や、ファミサポの方との調整・連絡等が共働き世帯の親には負担です。子

どもが多くなればなるほど、調整や移動時の不安は大きくなり、負担感は増

えます。 

 もし放課後の校舎内で、学童だけでなく、希望すれば習い事に通えるとな

れば、移動の不安もなく、事件事故に巻き込まれる危険性も減るうえに、親

の働くことへの罪悪感も多少は減ります。 

 共働きの家族にとって休日は親子で過ごせる貴重な時間であるため、習

い事に時間を取られるのは本意ではなく、とはいえ、子どもに習い事をさせ

てあげたいという気持ちもあります。子どもにとっても、平日５日間、毎週毎

週ただただ長時間学童で過ごすだけというのもメリハリがないように思いま

す（もちろん学童で過ごしたい子はそれで良いと思います）。 

 市立小学校の学童でこのような取り組みが可能なのか不明ですが、様々

な困難を排し、他市に先立って前例のない取り組みをしてこそ、「龍ケ崎市

は子育て環境日本一」と掲げることができるのではないでしょうか。言って

みれば、学童の充実化・オプションの追加です。子育てにおいて他市と差別

化を図れるような制度があれば、龍ケ崎への転入を考える家庭があっても

おかしくありません。 



回答 保育ルームにつきましては、保護者が仕事などにより昼間家庭にいな

い小学校に就学している児童に対し、授業終了後などに小学校の余裕教

室を利用して、適切な遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図

ることを目的に実施しています。 

しかしながら、学校施設につきましては、営利を目的とする利用はで

きないことから、民間の習い事等の実施は現時点では難しい状況です。 

一方で、より良い教育と経験の機会の提供は子どもの成長において必

要であると考えられますことから、お寄せいただきましたご提案を参考

とさせていただき、学習支援としてどういった活動が実施できるかな

ど、今後の実施について学童保育ルームの業務委託先と検討してまいり

ます。そして、保護者の皆様が働きながら安心して子育てのできるまち

の構築を目指してまいります。 

【担当：保育課】 

 

質問 「たつのこ図書館」ファンになりました 

 たつのこ図書館を利用させていただきありがとうございました。大変有意

義な時間を過ごさせていただきました。こちらの近く（旭川）のイトーヨーカド

ーが残念ながら閉館になってしまいましたが、たつのこ図書館は末永く続く

ことを願っています。来年も冬になりましたらまた茨城に参りますので宜しく

お願いします。 

龍ケ崎では、「湯ったり館」もよく行きました。お湯がきれいで気に入りまし

た。名前の通り、ゆったりできる銭湯だと思いました。もう少し洗い場が広け

ればさらに良いですけどね。朝方、女湯はさほど混んでいませんでしたが、

男湯は混んでいます。 

回答 この度は、たつのこ図書館のファンになりました、という温かいメッ

セージとともに、たつのこ図書館・湯ったり館のご利用時のご感想をい

ただき、ありがとうございます。 

湯ったり館につきましては、施設の利便性が良くなるよう、維持管理

に努めて参ります。 

また北海道から茨城にお寄りの際には、是非お越しください。 

【担当：秘書広聴課】 

 

質問 固定資産税・都市計画税について 

本日、令和５年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書が到着しまし

た。お隣の牛久市では、１期の納期限までに全額を納めると前納報奨金制

度が適用（交付率 0.2%で限度額は５万円）されます。 



龍ケ崎市では、今年度もそのような制度はなく、口座振替や地方税のお

支払サイトを案内するだけです。何故ここまで違うのでしょうか。 

市側は、早く納税されればそれだけ運用面でメリットがあるのではないで

しょうか。牛久市で実施している「前納報奨金制度」を龍ケ崎市でも実施し

てください。 

回答 税の前納報奨金制度につきましては、戦後の混乱した社会情勢と不安

定な経済事情の中で税収の早期確保と自主納税意識の向上を図ること

を目的として、地方税が制定された昭和２５年に創設されました。 

本市では、創設から半世紀以上が経過し、社会情勢の変化や市民の納

税意識の向上、口座振替納付の普及、コンビニ納付の導入など、納税環

境が整備され、当初の目的が達成されている状況になりました。 

このような理由により、平成１８年に市税条例改正を行い、前納報奨

金制度を廃止した経緯となっております。また、この制度については、

対象となる税目が限られており、不公平感が生じていた状況であったこ

と、財源確保についても厳しい財政状況の中で多額の交付金を交付し続

けることについても困難であったという状況でもありました。 

近隣では、牛久市はこの制度が存続されておりますが、取手市、土浦

市、つくば市なども本市同様に廃止されており、全国的にも多くの自治

体で制度の廃止が行われているところです。 

ご要望にお応え出来ず大変申し訳ございませんが、何卒ご理解いただ

きますようお願い申し上げます。皆様から納付いただきました市税につ

いては、持続可能な市政運営に役立ててまいります。 

【担当：納税課】 

 

質問 自治会組織の外注について 

自治会を外部委託してほしいです。１０年以上前にも役員をやりましたが

仕事量が増えています。共働き、高齢化、介護の世代が共存すると役員の

なり手がいない。強制的輪番では心もむしばまれます。市→住民の直接サ

ービスにしてほしいです。 

防災組織が立ち上がり、地域住民同志ときれいごとですが、まずは家族

優先になります。自分の老親をおきざりにして自治会の防災を担うのはおか

しいです。 

市役所でアルバイト等を雇って自治会を運営してほしいです。 

回答 自治会役員のなり手不足や仕事量の増加については、住民の高齢化や

共働きなど生活スタイルの変化により、ここ近年は自治会に関する顕著

な課題になりつつあると認識しております。 



一方で、自治会の運営は、住民自身がその地域の運営を行う「住民自

治」の観点から自治会会員の皆様で話し合って決定していただくことが

原則になっております。そのため、市や他の団体が自治会を直接運営す

ることはできませんが、今後の自治会活動については、随時ご相談をお

受けいたします。 

貴自治会において、役員をされたときの具体的な課題などがありまし

たら、自治会長を通して、担当の地域づくり推進課までご連絡いただき

ますようお願い申し上げます。 

【担当：地域づくり推進課】 

 

質問 公園利用について 

城ノ内４街区公園のボール利用を控えるように小学校より指導がありま

した。近隣の住民の方から騒音とフェンスがあるもののボールが敷地内に

入ってきて困る為のようです。 

ただ近隣の公園や小学校の屋外にはバスケットゴールが無く子供達も遊

ぶ場所がなくこちらとしても困っております。近隣の公園に新設、移設また

はもう少し高い塀の設置、小学校屋外設置などご検討頂けないでしょうか。 

回答 城ノ内第四街区公園のバスケットゴールにつきましては、隣接する住

宅にバスケットボールで遊ぶ際の音や敷地内にボールが入ってくると

いったご意見があり、学校から児童へ公園利用に関して話がされたもの

かと思います。 

新たなバスケットゴールの設置については、当市の公園の半数以上が

小規模な街区公園のため、バスケットゴールに必要なスペースの確保等

が困難な状況でございます。 

しかしながら、子どもたちの遊ぶ場所を確保するため、城ノ内第四街

区公園のバスケットゴールのあり方につきまして、現在より高い防球ネ

ットの設置やバスケットゴールの移設等を自治会のご意見を伺いなが

ら検討してまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

また、参考までに、バスケットゴールが設置してある公園をまとめま

したので、ご利用いただければ幸いです。 

 

《参考》バスケットゴールが設置されている公園 

・光順田児童公園  （龍ケ崎市光順田） 

・中央公園   （龍ケ崎市上町） 

・松並児童遊園地  （龍ケ崎市立野） 

・高砂第二街区公園  （龍ケ崎市六斗蒔） 



・緑町第一児童公園  （龍ケ崎市緑町） 

・貝塚公園   （龍ケ崎市南が丘） 

・城ノ内第四街区公園（龍ケ崎市城ノ内４丁目）  

・松ケ丘第一街区公園（龍ケ崎市松ケ丘１丁目） 

・松ケ丘第三街区公園（龍ケ崎市松ケ丘３丁目）  

・城南スポーツ公園  （龍ケ崎市大徳町） 

・若柴公園   （龍ケ崎市松葉６丁目）  

・貝原塚西公園  （龍ケ崎市藤ケ丘６丁目） 

・貝原塚東公園  （龍ケ崎市松ケ丘２丁目） 

【担当：道路公園課】 

 

質問 投票会場でのラジオ放送について 

市議会議員選挙の投票に行きましたが、さんさん館では投票の時に、ラジ

オ放送がいつもかかっていて、候補者の名前を確認するのにとても支障を

感じます。投票日に投票会場でラジオ放送をかけるのは、やめていただきた

いです。候補者の名前を書いて確認するのにラジオ放送が聞こえると、集中

できなくて、非常に支障を感じる次第です。投票会場でのラジオ放送が続く

ようであれば、正直、投票に行くのが嫌になります。 

回答 投票所でのラジオ放送につきましては、投票を開始する時刻及び投票

所を閉鎖する時刻を時報で確認するために使用しているところです。 

以前、静かな中では事務従事者の視線が集中するように感じ、投票用

紙の記入がしにくいとの声が多くあったため、その他の投票時間中に

は、リラックスして投票できる環境づくりのため、ＢＧＭ等を適切に流

すようにしてきたところです。 

今後は、投票のために来場された皆様が不快な思いをされないように

改善してまいりたいと思いますので、引き続き選挙時の投票にご協力い

ただきますようお願いいたします。 

【担当：人事行政課】 

 

質問 新案道の駅について 

設置場所の件ですが、周辺に廃墟となったレストラン。廃品回収の企業等

が多く、決して美しい景色とは思えません。設置案に当たり、土建業さんの

問題もあったのでしょうが、今、龍ケ崎市に必要なのは何かを考えた方が良

いかと。選挙が終わったばかりですが、賛成の方は一切道の駅の件を話し

ませんでした。そうです。住民の反対が６０％以上とか。 

私は、あの場所の設置には反対します。どうしてもということであれば、近



くの水辺公園の拡充、廃墟レストランを買収しそこへ憩いの場所を作ると

か。元々、牛久沼は水が汚いのでにおう時も。どうしてあの場所なのだろう。

近辺で良いと思う場所は、佐原水郷、宇都宮ろまんちっくむら、しもつま。 

新しく作れば維持費もかかります。子供の給食費無料化の方がよほど市

民のためになります。選挙で受かった議員さんも良く考えてください。本当

に市民の事を考えるならば。 

回答 はじめに、これまで龍ケ崎市では、茨城県と共同で整備を行った水辺

公園以外に、牛久沼の有効活用に向けた取組みに至っておりませんでし

た。 

このたびの再検証の際に実施したアンケート調査において、「必要な

い」が５０.８％で「整備してほしい」という意見を７.６ポイント程上

回る結果となりましたことは受け止めております。しかしながら、道の

駅整備への反対意見の多くが、市の財政負担の大きさと物販・飲食施設

の安定的な運営など将来への不安や先行きに対するものでした。 

一方で、牛久沼の水辺環境を活用したにぎわいづくりを求める意見も

多く寄せられており、牛久沼の活用に対する市民の皆様の期待の高さを

感じたところです。 

親水空間としての憩いの場所や水上アクティビティによる観光資源

としての利活用、交通量の多い国道６号線沿いに作ることにより多くの

集客が見込めるという地の利、国と一体で整備することにより「道の駅」

として登録され、市の認知度が高まることや主たる施設の整備を国が担

ってくれるというメリットが期待されることから、物販や飲食ができる

施設（機能）を縮小した「道の駅」を整備する方針にしたところです。 

 なお、整備予定地周辺の景観については、牛久沼の魅力を最大限に活

かすためにも配慮を欠くことのできない要件であるため、廃墟の対応も

含め、様々な方向から協議検討しているところでございます。 

また、事業費につきましては、引き続き、利用可能な各種補助金など

の活用を検討し、本市の財政負担を最大限軽減できるよう努めてまいり

ます。 

今回は道の駅整備の方針をお示しさせていただいたところであり、今

後も市民の皆様からのご意見や市議会等の審議を経て、よりよい牛久沼

の活用に向けた取り組みを進めて参りますので、ご理解を賜りますよう

お願い申し上げます。 

【担当：まちの魅力創造課】 

 

質問 花いっぱい運動に付加し、いも等の作物を育成することの提案 



電気料金等が値上がりし、物価も軒並み値上がりしています。このような

状況において、学校給食も値上がりするはずです。このような状況において

は、市役所および市民は、自分たちで価値を生み出し、一部は補助するとい

う心掛けが必要と思います。 

龍ケ崎市駅東口から文化会館方向に向かう道路の両脇は毎年、花いっ

ぱい運動が展開され、きれいな花が生育しています。全部が花でなくともよ

いです。この一部を作物に変えて、学校給食の一部になる作物を植えて育

成してはいかがでしょうか。ジャガイモでも良く、里芋でもよいです。給食の

補助です。 

ボランティアを活用するでもよく、収穫時は生徒に収穫させるでもよいで

す。このような活動は、学校の空いている敷地内でも出来ます。市民や生徒

は付加価値を生み出していくという心掛けが必要です。 

戦後の食糧難の時代には、会社の庭園を提供し、従業員に作物を植えさ

せて、生活の援助をしていたのです。専業農家の売り上げが減少するなどと

心配せず、良いことは進んで行う心を醸成すること必要です。 

回答 花いっぱい運動は、茨城県の道路ボランティアサポート事業として、

県が管理する道路において地域にふさわしい道づくりを進めることを

目的に、道路の清掃や除草・花壇の手入れなどを県に代わって行ってい

ただけるボランティア団体を支援する制度であり、現在、馴柴地区花い

っぱい運動連合会、川原代ふれあい協議会の２団体が登録し実施してお

ります。 

 このたびのご提案について、道路の管理者である茨城県に確認しまし

たところ、当該地では道路の占用許可や収穫物に対する公益上の問題に

加え、小石等が含まれており耕作に適していない土であること等の理由

により、今回のご提案につきましては難しい状況です。 

ご希望に添えず申し訳ございませんが、今後のまちづくりにおいて

は、いただいたご提案も参考とさせていただきながら、引き続き、施策

の展開に積極的に取り組んでまいります。 

【担当：道路公園課】 

 

質問 最上位計画について 

７年前頃からの、佐貫駅から龍ケ崎市駅の名称変更、及び道の駅の整

備計画のころから、龍ケ崎市の特徴をいかにするか、どのような街とし

て PR していくかについて、市民を含め市役所は、これだという確信が

なく迷走していたものと思います。焦りがあります。 

 問題点は、龍ケ崎市には龍ケ崎ニュータウン構想の後のビジョンがな



いのです。これを考え、提案することが必要と思いますがいかがですか。 

 名誉市民の河田重氏、岡田宇三郎氏の当時に、ベッドタウンである龍

ケ崎ニュ-タウン構想が展開され、この構想は１０年前ごろ、すでに完

成されています。松葉からはじまり、白羽あたりが完成し、これに同期

して向陽台の工業団地の誘致も完成している。これに継ぐ構想展開がな

い中に、中身のない道の駅のスタンドプレイを始め、物議を醸し出して

いたものと思います。先立つ「芯がね」がまず必要。 

 ところで、牛久市の人口が８万人を超え、龍ケ崎市の人口は７万５千

人程度に減少している。つくば市には企業以外に、大きな公的研究所が

１０以上あり働く場所がある。牛久市には国道４０７号があり、つくば

市用のベッドタウンになっている。 

 一方、阿見町の人口が増加している。阿見町には工業団地があり、大

手のハイテク企業が存在している。キャノン、富士電機、隣の美浦村の

半導体製造会社・テキサスインストルメントなど。 

「年を取ると地元を出た若者は龍ケ崎市に戻ります」との見解を聞き

ましたが、これでは受動的で、外部の若手を若き時代に呼び込む仕掛け

がありません。つまり能動的な仕掛けが必要です。東京方面の若手が茨

城県を見て、どこの会社や研究所を目当てにするかです。やはり、つく

ば市・神立町・阿見町の大手企業でないでしょうか。 

龍ケ崎市として人を集めるのに、何を売り物にするかです。大学とし

ては流通経済大学です。その他公共施設、登記所・保健所・裁判所・警

察署・消防署があり、これらは昔から整備されていますので、これらも

間接的な売りにはなります。 

 観光名所の般若院のしだれ桜・来迎院多宝塔・旧水戸街道若柴宿・牛

久沼の景勝・龍ヶ崎カントリー倶楽部・・・これらは外部から見て PR力

が弱いのでないでしょうか。 

提案①：龍ケ崎市の「七福神めぐりの神社 7名所」はできないですか。

自転車サイクリングめぐりコースに指定する。 

提案②：龍ケ崎塵芥処理場のごみ処理発電を、近代的蒸気タービン活用

コージェネレ―ションシステム【熱併給発電設備】として PR する。 

提案③：し尿処理場：汚泥物を最終的にセメントにして再利用するのを

近代的に改造する。真空脱気し太陽熱で乾燥し、バイオチツプ化して、

バイオ燃料にし、蒸気タービンを駆動し電気に変換する。 

提案④：農業施設の誘致は、近代的な省エネ型の植物工場にして PR す



る。「蓄熱技術」を活用することです。夏場の太陽熱を土中に長期蓄熱

し、冬場これを取り出し作物の暖房に活用する。スカイツリーの空調設

備には土中蓄熱が採用されています。 

提案⑤：「龍ケ崎駅前牛久沼記念水族館」これは、すでに昨年末の市長

との最上位計画の意見交換会で提案していました。牛久沼に生息する

40種以上の魚に、牛久沼の自然環境の良さ（ビオトープ）を PRしても

らうものです。プランクトンも展示する。動的に動くものに子供は興味

を示します。牛久沼の水面と太陽を見るのに多くの人集まらないです。 

 今あるものでも、見方を少し変えて、近代的な味付けをし、若者が興

味を示す仕掛けをすることも重要なことです。龍ケ崎市の従来の農業イ

メージでは、お客さんが来ないですよ。 

 最上位計画の前段階の、抽象論でない具体的イメージを持つ構想展開

を作らないと人は集まらないです。精神的な宗教でも仏様の偶像を作

り、目玉を入れると人が集まります。具体的な形が必要です。 

回答 このたびは、本市のまちづくりの課題やその解決に向けた提案など、

幅広い観点から多くのご意見をお寄せいただき、重ねて御礼申し上げま

す。 

ご指摘の通り、今後のまちづくりにおいては、いかに龍ケ崎市の特長

や魅力に磨きをかけ、それをどのように外に向けて発信・ＰＲしていく

のかという点が非常に重要なポイントとなっているものと認識してい

ます。 

本市では、最上位計画として「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」

を定め、その政策の柱の一つに、「まちの元気を生み出す産業と交流の

あるまちづくり」を掲げ、牛久沼に代表される自然環境、歴史や伝統を

感じさせる街並みや行事、大学がある街であることの強みなど、龍ケ崎

固有の地域資源を最大限活かしたにぎわいづくりの推進と積極的なシ

ティプロモーションに努めているところです。 

いただいたご提案も参考とさせていただきながら、引き続き、牛久沼

の魅力を活かしていくための周辺環境整備、農業法人も含めた企業誘致

の推進やまちの活力につながる土地利用の検討など、龍ケ崎市全体の魅

力アップにつながる施策の展開に積極的に取り組んでまいります。 

【担当：企画課】 

 


